
（ ）7 第２５４号平成３０年（２０１８年）８月１３日

に
東
京
都
目
黒
区
に
お
い
て
香

川
県
か
ら
転
居
し
て
き
た
５
歳

の
女
児
が
児
童
虐
待
に
よ
っ
て

死
亡
す
る
事
案
が
発
生
し
た
。

児
童
虐
待
は
一
つ
の
機
関
だ
け

で
対
応
で
き
る
問
題
で
は
な
い
。

関
係
機
関
の
密
接
な
連
携
及
び

協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
ば
か
り

で
な
く
、
自
治
体
間
の
連
携
や

全
国
統
一
の
ル
ー
ル
の
策
定
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
中
野
区
議
会
は
、

国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
速
や

か
に
次
の
事
項
を
実
現
す
る
よ

う
強
く
要
請
す
る
。

１　

児
童
相
談
所
の
職
員
体
制

を
強
化
す
る
た
め
、
必
要
な
財

源
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、

職
員
の
専
門
性
向
上
と
弁
護
士
、

医
師
等
の
配
置
基
準
を
定
め
る

な
ど
、
人
材
確
保
の
た
め
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

２　

児
童
虐
待
や
経
済
的
な
事

情
等
を
理
由
に
親
元
で
暮
ら
せ

な
い
子
供
の
社
会
的
養
護
に
関

し
て
、
児
童
養
護
施
設
等
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
家
庭
的

養
護
を
推
進
す
る
こ
と
。

３　

現
在
、
虐
待
に
よ
り
相
談

対
応
を
行
っ
て
い
る
家
庭
が
転

居
し
た
場
合
、
他
の
児
童
相
談

所
へ
の
ケ
ー
ス
移
管
や
情
報
提

供
等
を
行
う
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、

技
術
的
助
言
で
あ
る
厚
生
労
働

省
通
知
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、

児
童
の
安
全
を
最
優
先
に
確
保

す
る
と
い
う
観
点
か
ら
見
直
し

を
行
い
、
徹
底
を
図
る
こ
と
。

ま
た
、
児
童
相
談
所
、
地
方
自

治
体
及
び
警
察
の
間
で
迅
速
に

必
要
な
情
報
が
共
有
で
き
る
仕

組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。

４　

平
成　

年
度
に
改
正
さ
れ

２８

た
児
童
虐
待
防
止
法
で
は
、
児

童
相
談
所
長
や
区
市
町
村
長
か

ら
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す

る
資
料
等
の
提
供
を
求
め
ら
れ

た
場
合
、
従
来
の
地
方
公
共
団

体
の
機
関
に
加
え
、
医
療
機
関
、

児
童
福
祉
施
設
、
学
校
等
が
当

該
資
料
等
を
提
供
で
き
る
旨
が

規
定
さ
れ
た
が
、
児
童
相
談
所

の
調
査
が
よ
り
的
確
に
で
き
る

よ
う
、
様
々
な
機
関
等
に
対
し

て
、
関
係
資
料
等
の
提
供
を
要

求
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
要
求
を
受
け
た
当
該
機
関

等
に
応
諾
義
務
を
課
す
よ
う
法

改
正
を
行
う
こ
と
。

５　

要
保
護
児
童
の
保
護
を
第

一
に
、
迅
速
か
つ
柔
軟
な
対
応

が
可
能
と
な
る
よ
う
必
要
に
応

じ
て
法
改
正
や
通
達
を
行
う
こ

と
。

　
〈
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議

長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大

臣
、
財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大

臣
、
厚
生
労
働
大
臣
あ
て
〉

 　

昭
和　

年
に
施
行
さ
れ
た
旧

２３

優
生
保
護
法
は
、
知
的
障
害
や

精
神
疾
患
を
理
由
に
本
人
の
同

意
が
な
く
て
も
不
妊
手
術
を
認

め
て
い
た
。
同
法
は
平
成
８
年

に
障
害
者
差
別
に
該
当
す
る
条

文
を
削
除
し
て
母
体
保
護
法
に

改
正
さ
れ
た
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
旧

法
の
も
と
で
不
妊
手
術
を
受
け

た
障
害
者
ら
は
約
２
５
，
０
０

０
人
、
こ
の
う
ち
、
本
人
の
同

◆
旧
優
生
保
護
法
に
よ
る

不
妊
手
術
の
被
害
者
救

済
を
求
め
る
意
見
書

意
な
し
に
不
妊
手
術
を
施
さ
れ

た
の
は
１
６
，
４
７
５
人
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。

　

本
人
の
意
思
に
反
し
て
手
術

が
施
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
人
権

上
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
同
様

の
不
妊
手
術
を
行
っ
て
い
た
ド

イ
ツ
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い

て
は
、
既
に
当
事
者
に
対
す
る

補
償
等
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
。
旧
法
の
も
と
で
不
妊
手

術
を
受
け
た
障
害
者
ら
の
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
考
慮

し
、
我
が
国
に
お
い
て
も
早
急

な
救
済
措
置
を
講
じ
る
べ
き
で

あ
る
。

　

よ
っ
て
中
野
区
議
会
は
、
国

会
及
び
政
府
に
対
し
て
、
次
の

事
項
を
実
施
さ
れ
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

１　

速
や
か
に
旧
優
生
保
護
法

に
基
づ
く
不
妊
手
術
の
実
態
調

査
を
行
う
こ
と
。

２　

都
道
府
県
の
所
有
す
る

「
優
生
保
護
審
査
会
」
の
資
料

な
ど
の
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、

資
料
保
管
状
況
の
調
査
を
行
う

こ
と
。
併
せ
て
個
人
が
特
定
で

き
る
資
料
に
つ
い
て
、
当
事
者

の
心
情
に
配
慮
し
つ
つ
、
で
き

る
限
り
幅
広
い
範
囲
で
収
集
す

る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

３　

旧
法
改
正
か
ら　

年
以
上

２０

が
経
過
し
て
お
り
、
関
係
者
の

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
的
確
な
救
済
措
置
を
一
刻

も
早
く
講
じ
る
こ
と
。

　
〈
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議

長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
あ
て
〉

 　

現
在
予
定
さ
れ
て
い
る
議
会

日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
第
３
回
定
例
会
（
予
定
）

 

９
月　

日
～　

月　

日

１１

１０

１６

●
閉
会
中
の
委
員
会

　

総
務
委
員
会　
　

８
月　

日
３０

　

区
民
委
員
会　
　

８
月　

日
２９

　

厚
生
委
員
会　
　

９
月
３
日

　

建
設
委
員
会　
　

８
月　

日
３０

　

子
ど
も
文
教
委
員
会

 

８
月　

日
３０

今
後
の
議
会
日
程
　

中
野
駅
周
辺
・
西
武
新
宿
線

沿
線
ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別

委
員
会　
　
　
　

８
月　

日
３０

　

少
子
高
齢
化
対
策
調
査
特
別

委
員
会　
　
　
　

８
月　

日
２７

　

防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会

 

８
月　

日
２３

　

議
会
運
営
委
員
会

 

８
月　

日
２８

　

議
会
日
程
は
変
更
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

中
野
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
区
議
会
事
務
局
へ
。

▼
総
務
委
員
会

５
／
８　

報
告
９
件
を
聴
取

▼
区
民
委
員
会

５
／
８　

報
告
６
件
を
聴
取

▼
厚
生
委
員
会

５
／
９　

報
告
４
件
を
聴
取

▼
建
設
委
員
会

５
／
７　

報
告　

件
を
聴
取

１０

▼
子
ど
も
文
教
委
員
会

４
／　
　

報
告
９
件
を
聴
取

２５

６
／　
　

報
告
１
件
を
聴
取

２５

▼
中
野
駅
周
辺
・
西
武
新
宿
線

沿
線
ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別

委
員
会

４
／　
　

Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ　

Ｓ

２０

Ｉ
Ｘ
及
び
田
町
ス
マ
エ
ネ
パ

ー
ク
を
視
察

▼
防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会

５
／　
　

報
告
７
件
を
聴
取

１１

▼
議
会
運
営
委
員
会

６
／　
　

第
２
回
定
例
会
の

１３

日
程
な
ど
を
協
議

６
／　
　

第
２
回
定
例
会
の

２０

招
集
日
の
確
認
や
日
程
な
ど

を
協
議

審
議
結
果

陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
のののののののののののののののののののののの

　

第
２
回
定
例
会
に
お
け
る
陳

情
の
審
議
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

 
《
建
設
委
員
会
付
託
》

第
４
号
陳
情　

東
京
都
住
宅
供

給
公
社
住
宅
の
家
賃
値
下
げ
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

第
５
号
陳
情　

子
ど
も
達
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
平
和
の
森

公
園
に
す
る
た
め
の
陳
情

継
続
審
査

結果無所属
（５）

都 無
（３）

立 民
（６）

共 産
（６）

公 明
（９）

自 民
（１１）

会派名等（議員数）
件　名
区長提出議案

可 決○×○○×○○中野区立学校設置条例の一部を改正する条例
※会派等の略称〔自民：自由民主党議員団、公明：公明党議員団、共産：日本共産党議員団、立民：立憲民主議員
団、都無：都民ファースト・無所属の会、無所属：無所属議員〕
　議員数は議長を除く。無所属議員については、会派と同様の扱いで掲載しています。
　上記議案の議決は、７月１３日に行われました。

【○：賛成　×：反対】意見の分かれた案件（第２回定例会）

閉

会

中

の

委
員
会
の
動
き

平
成　

年
４
月
～
６
月

３０

中野区議会は、虚礼等の廃止を決議していま中野区議会は、虚礼等の廃止を決議していますす

●時候の挨拶状の送付
●中元、歳暮等の贈答
●慶事、弔事についての廃止事項
　①祝儀、香典、供花の贈与
　②祝電、弔電等の発送
●病気等の見舞における金品等
の贈与

●新聞、雑誌、名簿、掲示板等
への広告
●各種行事、各種団体に対する
寄付・カンパ、祝儀、祝電、
金品等の贈与等

《虚礼等廃止の主な事項》
贈らない

求めない

受け取らな
い

q

s

r

t

uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu

uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu

v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v

v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v

　７月２７日（金）に、愛知県豊明市の「地域包括ケアシス
テムの構築」についてと、愛知県豊橋市の「こども未来館
『ココニコ』」について視察を行いました。写真は、豊明市
での様子です。

少
子
高
齢
化
対
策
調
査
特
別

委

員

会

視

察

報

告
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　７月２０日（金）に、兵庫県神戸市の「神戸市の危機管理」
について視察を行いました。写真は神戸市危機管理センタ
ーでの様子です。

防
災
対
策
調
査
特
別

委

員

会

視

察

報

告


